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図1　樹冠面積当たりの作業時間
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簡易化！省力化！
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栽培管理の効率化 

早期成園化 剪定の簡易・省力化 

平成18～21年：ナシジョイント栽培実用化研究 
            （実用技術開発事業） 
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産学官連携（筑波大、果樹研究所、棚メーカー） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実用化に向けたハードル 
◎育苗、接ぎ木技術の簡易化（現場で改善） 

平成18～21年：ナシジョイント栽培実用化研究 
            （実用技術開発事業） 

台側が太い場合に有効な活着率の高い接ぎ木法

先端側の枝の太さに合わせて

接ぎ木ナイフで切り込み入れ

コの字部にはめ込み

下部を平らに削いだ先端部を

コの字型に皮を剥ぐ

バンドで固定して完成

１２０ｃｍ以下

全長：
330cm
以上に

ポット育苗
○移植労力軽減
○植え痛み軽減
×育苗コストは増

※生育は露地と同等

露地育苗 ポット育苗（容量１２～２０㍑）

育苗圃場
(できればナシ園は避ける→いや地）

かん水施設施肥（５～８月）

苗管理（誘引・摘心・先端部の防除）

苗先端の切り返し（ジョイント主枝高から40㎝以上短く）

９月までに全長330㎝以上の苗育成 植栽本数が多い
ジョイント栽培では

ポット育苗がお勧め

防風対策

ジョイント仕立て専用２年生苗の育成法

（植栽間隔1.5～2.0m、150～200本/10a）

2月までに定植

新梢は2本育成

完全切断 (６月 )
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根部への転流パターン

樹体間の光合成産物の動態（大学） 

棚の設置コスト削減 
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